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日本共産党の見解をお知らせし

ます。ご意見をお寄せください。

　
臼
井
議
員
は
、
一
昨
年
の
当
選
後
、

定
例
会
の
一
般
質
問
で
毎
回
公
共
交
通

に
関
わ
る
質
問
を
し
、
予
約
を
取
り
や

す
く
す
る
工
夫
や
利
用
者
が
要
望
を
伝

え
や
す
い
工
夫
、
待
ち
時
間
の
短
縮
、

乗
り
継
ぎ
料
金
の
不
当
性
、
料
金
の
値

下
げ
、
運
行
間
隔
の
短
縮
、
運
行
時
間

の
延
長
、
土
・
日
の
運
行
等
「
あ
づ
み

ん
」
の
利
便
性
向
上
と
と
も
に
、
巡
回

バ
ス
の
運
行
、
タ
ク
シ
ー
料
金
割
引
制

度
等
に
つ
い
て
も
質
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
市
の
姿
勢
は
、
「
『
あ
づ
み

ん
』
の
利
便
性
を
高
め
る
方
法
と
し
て

新
た
な
予
算
投
入
は
考
え
て
い
な
い
」

上
に
、
巡
回
バ
ス
や
路
線
バ
ス
の
検
討

も
進
ま
な
い
状
況
で
し
た
。

　
そ
こ
で
、
３
月
定
例
会
で
は
、
「
あ

づ
み
ん
」
の
利
便
性
の
向
上
と
と
も
に
、

巡
回
バ
ス
・
路
線
バ
ス
の
運
行
に
絞
っ

て
市
の
姿
勢
を
質
し
ま
し
た
。

臼
井
　
あ
づ
み
ん
の
利
便
性

向
上
と
と
も
に
、
定
時
定
路

線
の
巡
回
バ
ス
に
対
す
る
市

民
の
要
求
が
あ
る
。

　
（
「
あ
づ
み
ん
」
に
家
ま

で
来
て
も
ら
わ
な
く
て
も
）

停
留
所
ま
で
歩
け
る
と
い
う

人
。
巡
回
バ
ス
を
利
用
で
き

る
障
害
者
や
小
学
生
。
車
を

手
放
し
た
い
、
高
齢
で
運
転

が
不
安
な
人
や
車
の
維
持
費

が
負
担
と
感
じ
て
い
る
人
。

家
族
な
ど
に
送
り
迎
え
を
し

て
も
ら
う
よ
り
巡
回
バ
ス
が

あ
り
が
た
い
と
い
う
人
。
こ

の
よ
う
に
定
時
定
路
線
の
巡

回
バ
ス
が
あ
れ
ば
使
い
た

い
、
安
心
し
て
生
活
で
き
て

う
れ
し
い
と
い
う
人
は
大
勢

い
る
。
巡
回
バ
ス
が
実
際
に

通
れ
ば
、
利
用
者
も
増
え
る

と
考
え
る
。
こ
の
よ
う
な
市

民
の
声
を
ど
う
考
え
る
か
。

　
高
齢
者
の
通
院
、
買
い
物
、

学
生
の
通
学
の
ほ
か
に
、
仲

間
と
の
交
流
や
外
食
、
娯
楽

の
た
め
に
も
利
用
で
き
る
巡

回
バ
ス
の
本
格
的
な
運
行
の

検
討
に
入
る
べ
き
と
考
え
る

が
、
い
か
が
か
。
　
　
　
　

市
長
　
合
併
後
の
公
共
交
通

の
検
討
に
お
い
て
、
デ
マ
ン

ド
タ
ク
シ
ー
を
全
市
に
広
げ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
市
民
の

が
乗
り
や
す
い
よ
う
に
路
線

を
引
く
工
夫
を
し
た
の
が

「
あ
づ
み
ん
」
と
考
え
る
。

市
地
域
公
共
交
通
会
議
兼
協

議
会
に
お
い
て
、
定
時
定
路

線
の
延
伸
、
拡
充
、
巡
回
バ

ス
な
ど
の
実
現
性
の
研
究
も

継
続
し
て
い
き
た
い
。
　
　

※
合
併
後
の
検
討
結
果
に
留

　
ま
っ
た
ま
ま
で
、
交
通
会

　
議
兼
協
議
会
で
の
研
究
は

　
遅
々
と
し
て
い
る
。
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臼
井
　
安
曇
野
市
で
は
、
立

地
適
性
化
計
画
で
「
公
共
交

通
を
整
備
、
充
実
さ
せ
て
い

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
」
と
し
て
い
る
が
、
「
高

齢
者
の
通
院
、
買
い
物
、
学

生
の
通
学
を
第
一
に
考
え
、

通
院
、
買
い
物
は
あ
づ
み
ん

を
中
心
に
市
内
の
移
動
を
確

保
す
る
」
「
通
学
に
つ
い
て

は
Ｊ
Ｒ
の
利
用
を
想
定
し

て
、
駅
ま
で
の
移
動
の
確
保

を
検
討
す
る
」
「
定
時
定
路

線
は
現
状
の
路
線
を
維
持
拡

充
す
る
」
と
限
定
し
て
い
る
。

　
池
田
町
で
は
、
町
営
バ
ス

が
町
内
全
域
を
カ
バ
ー
し
、

生
坂
村
、
明
科
駅
や
穂
高
駅

ま
で
入
っ
て
い
る
。
「
町
民

が
利
用
し
や
す
い
運
行
形
態

を
追
求
」
を
基
本
に
、
「
交

通
弱
者
対
策
に
つ
い
て
、
福

祉
施
策
も
含
め
関
係
機
関
で

広
域
的
に
検
討
」
「
１
つ
に

利
便
性
向
上
の
た
め
の
運
行

時
刻
改
正
、
経
路
設
定
、
鉄

道
運
行
に
合
わ
せ
た
運
行
時

刻
改
正
、
病
院
受
診
や
買
い

物
に
配
慮
し
た
経
路
設
定
、

２
つ
に
、
割
引
回
数
券
発
行
、

定
期
券
購
入
に
つ
い
て
は
交

通
弱
者
及
び
通
学
者
へ
の
支

援
制
度
を
継
続
」
と
し
て
い

る
。

　
大
町
市
で
も
、
市
内
全
域

を
路
線
バ
ス
・
巡
回
バ
ス
が

走
っ
て
い
る
。
基
本
方
針
１

「
交
通
空
白
地
帯
、
バ
ス
停

ま
で
の
距
離
が
遠
く
バ
ス
が

利
用
で
き
な
い
こ
と
を
解

消
。
市
民
に
と
っ
て
暮
ら
し

や
す
い
公
共
交
通
体
系
の
構

築
」
、
基
本
方
針
２
「
移
動

し
や
す
い
ダ
イ
ヤ
の
編
成
、

ル
ー
ト
の
設
定
、
効
率
的
な

運
行
。
訪
れ
る
人
に
と
っ
て

も
利
用
し
や
す
い
公
共
交
通

体
系
の
構
築
」
、
基
本
方
針

３
「
暮
ら
し
を
支
え
る
、
利

便
性
の
高
い
公
共
交
通
の
維

持
。
地
域
の
実
情
に
応
じ
た

無
理
の
な
い
交
通
体
系
を
構

築
。
自
動
車
依
存
型
社
会
か

ら
の
脱
却
」
と
し
て
い
る
。

　
塩
尻
市
で
も
、
市
内
全
域

を
路
線
バ
ス
・
巡
回
バ
ス
が

走
っ
て
い
る
。
「
バ
ス
の
１

台
当
た
り
の
乗
車
人
数
の
目

標
を
２
０
１
６
年
13
・
４
人

か
ら
２
０
２
０
年
13
・
５
人

に
０
・
１
人
増
や
す
と
設
定
。

日
常
生
活
に
必
要
な
電
車
、

バ
ス
の
交
通
網
が
整
備
さ
れ

て
い
る
と
感
じ
る
市
民
の
割

合
を
、
２
０
１
７
年
30
・
３

％
か
ら
２
０
２
２
年
32
・
０

％
に
１
・
７
％
上
げ
る
と
設

定
」「
バ
ス
の
積
極
的
利
用
」

「
高
齢
者
等
交
通
弱
者
及
び

市
外
か
ら
の
来
訪
者
に
対
し

て
、
公
共
交
通
確
保
維
持
を

図
る
」
「
利
便
性
の
高
い
バ

ス
の
運
行
、
ダ
イ
ヤ
改
正
の

実
施
」
と
し
て
い
る
。

　
近
隣
１
町
２
市
の
交
通
施

策
を
ど
う
評
価
す
る
か
。

政
策
部
長
　
各
自
治
体
の
実

情
に
合
わ
せ
た
運
行
形
態
が

図
ら
れ
て
い
る
と
思
う
。

　
安
曇
野
市
は
、
路
線
バ
ス

で
は
な
く
デ
マ
ン
ド
交
通
が

ニ
ー
ズ
に
あ
っ
て
い
た
と
考

え
る
。
「
あ
づ
み
ん
」
は
交

通
空
白
地
帯
が
な
い
。
利
用

者
が
特
定
で
き
る
の
で
、
各

種
デ
ー
タ
の
蓄
積
が
可
能

で
、
交
通
政
策
の
検
討
資
料

と
し
て
活
用
が
図
れ
る
。
　

臼
井
　
大
町
市
で
も
池
田

町
、
塩
尻
市
で
も
、
安
曇
野

市
の
よ
う
に
高
齢
者
の
通

院
、
買
い
物
、
通
学
に
限
定

せ
ず
、市
民
全
体
を
対
象
に
、

趣
味
や
娯
楽
、
社
会
活
動
を

含
め
て
、
市
民
が
暮
ら
し
や

す
い
、
利
便
性
の
高
い
公
共

交
通
を
目
指
し
て
い
る
。
塩

尻
市
と
大
町
市
は
来
訪
者
も

視
野
に
入
れ
て
い
る
。
　
　

政
策
部
長
　
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
の
実
情
に
応
じ
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

臼
井
　
財
政
面
か
ら
公
共
交

通
事
業
費
を
近
隣
自
治
体
と

比
べ
て
み
た
。
（
上
表
＊
太

字
部
分
か
ら
安
曇
野
市
が
い

か
に
少
な
い
予
算
で
少
な
い

利
用
者
と
な
っ
て
い
る
か
が

わ
か
る
）
安
曇
野
市
が
そ
の

気
に
な
れ
ば
、
予
算
を
捻
出

し
、
定
時
定
路
線
の
巡
回
バ

ス
の
運
行
を
実
施
で
き
な
い

は
ず
は
な
い
と
考
え
る
が
。

政
策
部
長
　
そ
れ
ぞ
れ
の
自

治
体
の
行
財
政
構
造
を
検
証

し
て
な
い
。
地
域
公
共
交
通

網
形
成
計
画
で
は
持
続
可
能

な
公
共
交
通
を
構
築
す
る
た

め
、
行
政
の
支
出
を
抑
え
る

必
要
が
あ
る
と
し
て
い
る
。

臼
井
　
全
地
域
を
カ
バ
ー
し

て
、
来
訪
者
も
含
め
広
く
市

民
の
足
を
確
保
す
る
点
が
安

曇
野
市
と
近
隣
の
３
市
町
と

の
違
い
で
あ
る
。
こ
れ
が
解

決
で
き
な
け
れ
ば
、
市
民
の

足
が
ま
す
ま
す
確
保
さ
れ
に

く
く
な
る
。
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政
府
の
月
例
経
済
報
告

で
も
、
３
月
の
基
調
判
断

で
は
「
緩
や
か
に
回
復
」

と
い
う
表
現
を
維
持
し
つ

つ
、
「
輸
出
や
生
産
の
一

部
に
弱
さ
」
と
３
年
ぶ
り

に
下
方
修
正
し
ま
し
た
。

　
経
済
界
か
ら
も
強
い
懸

念
や
反
対
の
声
が
聞
か
れ

ま
す
。
「
上
げ
た
ら
間
違

い
な
く
消
費
は
冷
え
込

む
」
（
鈴
木
敏
文
セ
ブ
ン

＆
ア
イ
Ｈ
Ｄ
名
誉
顧
問
）

「
消
費
税
増
税
に
反
対
」

（
Ｐ
・
ク
ル
ー
グ
マ
ン
　

ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
経
済
学

者
）
。
「
増
税
す
れ
ば
消

費
と
税
収
は
縮
小
す
る
」

（
藤
井
聡
元
内
閣
官
房
参

与
）
。
「
引
き
上
げ
が
経

済
・
物
価
に
下
押
し
の
影

響
を
与
え
る
リ
ス
ク
は
相

応
に
」
（
日
銀
政
策
決
定

会
合
で
政
策
委
員
）
「
増

税
に
は
反
対
」
（
竹
中
平

蔵
小
泉
内
閣
総
務
大
臣
）

　
消
費
税
３
％
導
入
直
後

の
90
年
度
の
国
の
税
収

は
、
60
・
１
兆
円
、
税
率

が
８
％
の
18
年
度
は
59
・

９
兆
円
と
ほ
ぼ
同
水
準
。

消
費
税
分
は
ど
こ
へ
？
89

年
導
入
の
消
費
税
収
入

は
、
18
年
度
ま
で
の
30
年

間
で
累
計
３
７
２
兆
円
。

同
じ
期
間
に
法
人
税
は
税

率
引
き
下
げ
に
よ
り
２
９

０
兆
円
減
り
、
大
企
業
優

遇
税
制
（
大
企
業
の
利
用

が
ほ
と
ん
ど
の
研
究
開
発

減
税
は
04
年
度
以
降
急
増

等
）
。
富
裕
層
に
関
わ
る

相
続
税
の
最
高
税
率
は
02

年
よ
り
15
％
減
、
所
得
税

・
住
民
税
の
最
高
税
率
も

98
年
よ
り
10
％
も
減
。
つ

ま
り
消
費
税
が
法
人
税
減

税
や
富
裕
層
減
税
に
使
わ

れ
て
き
た
の
で
す
。
社
会

保
障
の
自
然
増
も
毎
年
削

ら
れ
、
こ
の
６
年
間
で
は

３
・
９
兆
円
も
削
減
。

①
大
企
業
優
遇
税
制
（
研

究
開
発
減
税
等
）
を
見
直

す
　
　
　
　
４
・
０
兆
円

②
資
本
金
１
億
円
超
の
大

企
業
の
法
人
実
効
税
率
を

29
・
74
％
か
ら
37
％
（
安

倍
政
権
以
前
の
水
準
）
に

引
き
上
げ
る
２
・
０
兆
円

③
富
裕
税
の
創
設
。
５
億

円
超
の
純
資
産
に
課
税
。

相
続
税
の
最
高
税
率
を
55

％
か
ら
02
年
以
前
の
70
％

に
戻
す
　
　
１
・
１
兆
円

④
所
得
税
・
住
民
税
の
最

高
税
率
を
現
行
55
％
か
ら

98
年
の
65
％
に
戻
す
　
　

　
　
　
　
　
１
・
９
兆
円

⑤
株
式
配
当
の
総
合
課
税

な
ど
富
裕
層
へ
の
証
券
税

制
の
強
化
　
１
・
２
兆
円

⑥
そ
の
他
㋐
大
型
公
共
事

業
・
軍
事
費
・
原
発
推
進

な
ど
の
浪
費
の
一
掃
㋑
厚

生
年
金
・
健
康
保
険
な
ど

の
保
険
料
の
上
限
引
き
上

げ
㋒
為
替
取
引
税
・
環
境

税
な
ど
　
　
６
・
８
兆
円

幼
児
教
育
の
無
償
化
　
既
に

保
育
料
が
免
除
さ
れ
て
い
る

世
帯
に
は
恩
恵
が
な
く
、
税

負
担
だ
け
が
の
し
か
か
る
。

給
付
型
奨
学
金
　
対
象
者

は
、
学
生
の
１
割
。
９
割
は

貸
与
奨
学
金
で
借
金
を
背
負

う
か
、
ア
ル
バ
イ
ト
頼
み
の

生
活
苦
。
学
費
値
下
げ
を
！

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
　

低
所
得
者
と
２
歳
以
下
子
ど

も
世
帯
だ
け
が
購
入
可
。
使

い
切
っ
た
ら
消
費
税
負
担
が

複
雑
な
税
率
　
買
う
も
の

（
食
料
品
か
否
か
）
買
う
場
所

（
中
小
小
売
か
大
手
か
）
買

い
方
（
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
か

現
金
か
）
で
異
な
り
、
混
乱
。

中
小
小
売
店
を
苦
し
め
る
ポ

イ
ン
ト
還
元
　
予
算
は
た
っ

た
の
１
８
０
０
億
円
。
９
か

月
限
定
。
カ
ー
ド
会
社
へ
の

重
い
手
数
料
負
担
（
売
り
上

げ
の
最
大
３
・
25
％
の
１
／

３
補
助
で
も
２
％
は
負
担
。

９
か
月
終
了
後
は
補
助
も
上

限
も
な
く
５
～
10
％
）
。
　

社
会
保
障
の
後
退
　
今
年
度

の
公
的
年
金
の
支
給
額
は
実

質
０
・
５
％
の
削
減
。
75
歳

以
上
の
低
所
得
者
の
医
療
保

険
料
軽
減
措
置
は
10
月
に
廃

止
。
要
介
護
１
～
２
の
人
は

生
活
援
助
保
険
給
付
を
外
さ

れ
、
介
護
離
職
に
い
っ
そ
う

の
拍
車
が
。
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前
号
の
通
信
以
来
た
く
さ

ん
の
方
か
ら
思
い
や
意
見
を

伝
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

堀
金
地
域
に
お
住
ま
い
の
方

の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。
　

○
子
ど
も
が
給
食
が
お
い
し

か
っ
た
話
を
い
つ
も
し
て
く

れ
て
、
子
ど
も
は
幸
せ
だ
。

○
給
食
試
食
会
が
あ
る
と
、

お
い
し
い
か
ら
と
子
ど
も
が

申
し
込
み
を
勧
め
て
く
れ
る

○
自
分
も
自
校
給
食
で
育
っ

た
の
で
当
た
り
前
と
思
っ
て

い
ら
、
市
内
で
は
堀
金
小
学

校
だ
け
な
ん
で
す
ね
。
　
　

○
市
外
の
出
身
で
す
が
、
小

学
生
の
時
、
学
校
の
帰
り
道

で
た
ま
に
給
食
の
お
ば
ち
ゃ

ん
と
一
緒
に
帰
っ
て
く
る
こ

と
が
あ
っ
て
、
い
ろ
ん
な
話

を
し
た
思
い
出
が
あ
る
。
　

○
給
食
に
出
た
お
い
し
い
メ

ニ
ュ
ー
を
家
で
も
作
っ
て
ほ

し
い
と
言
わ
れ
る
。
　
　
　

○
子
ど
も
の
時
は
セ
ン
タ
ー

の
給
食
だ
っ
た
が
、
お
い
し

い
と
思
っ
た
こ
と
は
な
い
。

自
分
の
子
ど
も
が
給
食
を
お

い
し
い
と
言
っ
て
話
し
て
く

れ
る
の
で
う
れ
し
い
。
　
　

○
い
つ
も
給
食
を
作
っ
て
い

る
人
や
作
っ
て
い
る
と
こ
ろ

が
見
ら
れ
て
、
い
い
と
思
う
。

○
自
校
方
式
だ
か
ら
、
作
っ

て
い
る
人
に
「
い
た
だ
き
ま

す
」
や
「
ご
ち
そ
う
さ
ま
で

し
た
」を
言
え
る
ん
で
す
ね
。

　今、社会保障費の削減

を狙って、盛んに「高齢

者ＶＳ現役世代」の世代

間対立があおられていま

す。“高齢者のために現

役世代が重い負担をして

いる”と言って。残念な

がら安曇野市議会でもこ

の言い方が聞かれます。

　国はこの間、高齢者医

療への国庫負担を抑制す

る一方、現役世代に支援

金の負担増を転嫁してき

ました。その結果、後期

高齢者医療制度の財源の

４割は、現役世代が医療

保険料から負担する支援

金で賄われるようになっ

ています。さらに、健保

組合などには、特定健診

（メタボ健診）の“成績

”に応じて支援金を増減

させる仕組みも設けてい

ます。

　このように国は、自ら

現役世代の負担増を進め

ながら、“現役世代は過

重負担だ”と言って、75

歳以上の患者の窓口負担

の引き上げを狙っていま

す。高齢者と若者の対立

をあおり、全世代に負担

を押し付ける社会保障の

改悪を強行しようとして

いるのです。

　〔赤旗5月1日付参考〕

改正案の内容　　　　

０～２歳児…住民税非

課税世帯のみ、認可保

育所・認定子ども園（以

下園）の保育料が無料

に。認可外園の場合月

額42,000円上限の助成

３～５歳児…認可、認

可外とも月額37,000円

上限の助成。ただし、

給食費や実費徴収され

る行事費などは対象外

問題点　　　　　　　

◆消費税増税が前提◆

既に保育料が免除の住

民税非課税のひとり親

世帯などには恩恵はな

く、増税分が新たにの

しかかる◆直ぐにやる

べき待機児童解消であ

る認可保育所の開設と

保育士の抜本的処遇改

善は後景へ◆「待機児

童問題によりやむをえ

ない」として、基準以

下でも５年間は無償化

対象の施設は、基準も

「安全確保の観点」程

度で、本来の基準「子

どもの育ちを豊かにす

るもの」から離れかね

ない。◆認可外保育施

設の４割が基準を満た

さず、立ち入り調査は

68％、無償化によって

調査対象は1.7倍にな

るという実態から、指

導監督体制の強化なし

に安心・安全な保育は

保証できない。◆実績

や信頼のある認可外保

育施設では、入園者減

少の心配も。
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